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硫黄泉の湧出地点が散見され，湧出地点附近に近ずけば

硫黄臭が四辺に漂い，・湧出地点の砂礫には乳白色の湯花

が洗澱附着している。硫黄泉の濁水は学校の沢第一支洗

の下流・学校の沢中洗・佐久川中流等に見られる。

　（e）石油の浸出

　佐久市街西側，天塩川に架せられた佐久橋上洗約200

m附近の河床においては，渇水時水中からガスを俘う

石油の湧出が見られると云われているが，本調査期間中

一には，これを認めることができなかつた0

　2）油徴に対する機構単的考察

　1。泥友岩團球中に石油の包含されるごとは，これら

の泥友岩の埋積毅境が，石油の母層を堆積しうる環境で

あつたヒとを示すものである0

　2。したがつてこれらの泥友岩團球を包含する泥岩中

に爽有される介化石が，そク）孔隙部に保有している石油

は化石周辺附近の泥岩中に胚胎されたと考えられる。こ

れら岩暦自身の母暦としての償値判定には，堆積環境の

推定・岩相の変化・岩石の物理的化学的特性の研究等，広

範囲にわたる研究を必要とする。

　3。砂岩暦および化石密集部内の石油浸染は，断暦・

裂罐等の構造線に影響されている場合も多いが，周辺に

発蓬する泥岩の岩相からして，これらの泥岩に根源を有・

『すると考えられるものもあろ。

　40　可燃性ガスの噴出は規模の小さいものであるが，

章校の沢・佐久川中洗ともに背斜構造の頂部に見られ，

噴出裂罐を有する砂岩は学校の沢では偉久砂岩暦，佐久

川では蕊幌砂岩層に属し，したがつてこれら噴出ガスの

根源は，前者に対しては佐久川泥岩暦，後者に対しては

瀞路頁岩暦であろうと考えられる。

　5。調査地域丙に湧出する硫黄泉は火山の影響による’

ものでなく，湧出水の通過した地層が硫化物を保有して

いることを示し，この現象はじゆうらい行われている地

暦の堆積学的観点からすれば，欝かな深度500mρ一600m

附近の海性堆積暦を示すもので，石油根源暦存在の可能

性を示す。

び　佐久橋上洗，天塩川水中に見られるという石油の

浸出はンこれを通過して北北東に走る背斜構造が推定さ

れること，その中榎部には佐久川において，油臭の放散

石油浸染等の油徴を有する佐久川泥岩層が分布すること

等からして，土地佳民の傳えるような油徴の存在も可能　　　　〆

である。

要するに本地域間に分布発達する白璽紀暦群は数多く

の油徴地を有するが，各個各個についてはi著しいも¢は

なく，かつそれら油徴を有する百璽紀暦群は著しい摺曲

構造を示しているので7地域内における産油は望み薄

い0

　3）　石油に対する試掘

　昭和10年塚降昭和17年までに某々氏等によつて，学、

校の沢下洗北岸の台地に深度約3mの手堀井数坑が掘

られ，ある坑井においては，爽有される砂岩薄暦に油臭

を感じ，ある手掘坑からは少量の石油を採取したことが

あったが，引続き産油は放棄されて現在断至つている0

　　　　　　7．結　論
　今回の調査によつて，調査地域丙には以前に発見され

ていた油徴以外の数多くの油徴が発見され，なお大型化

石・有孔虫および岩石の顯微鏡実験等による岩相・堆積相

等の研究は目下実施中であるが，今日までに行われた調

査の結果からすれば，本地域の白璽紀暦中に分布する黒

色1澹岩の中には，石油母暦となりうる岩暦の肇達が推定

される。これらの右油母層の発達状況に対しては，なお

一暦の研究を必要とするが，天北地方全般にわたって白

墓紀暦を取り上げる時には，白垂紀および第三紀の堆積

凹地に関する古地理学的観点から，本地域におげる石油

母層の存在は，天北地方の油田開発に新しい方面を與え

る重要な地質学的資料と考えられる。・

　　　　　　　　（昭和23年7，8月調査）
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第1圖　調査匿域飼よび別山地震探

during　the　period丘o魚Augast　to　September
in194，gl　in　or（ier　to　investigate　the　S．S．C．・

type12tfaces　portable　reflection　seismo・

graph　that　was　imported　in　June1949from
the　United　States　as　well　as　the　u算derground

StrUCtUre　in　this　area．　、

　　The　results　of　this　investigat1on　contrシ

buted．to　the　geological　structure　of　Tertiary

formations　induding　Shiiya　and　Teradomari

formations　which　indicate　the　main　oi墨bear・

ing’beds，and　also　to　clear　the　characteris・’
tics　of　this　instrument，by　which　good　r6fie・

ctian短ごords　were　obtained．The士enection

beds　were　calculate（1up・to　the　depth　of

2，300m，an（l　their　dips　in　shallower　depth

・w6re　found　to　be　different　from　that　in　de・

eper　zone．　The　faulting　near　the　village　of

－Jδrakuji，the　monoclinal　sturctur61imited
hear　subsurface　under　the　village　of　Ogi，

and　the　subsurface　structure　indicate（1fault・

ing　and　folding　were　especially　found．

　　　　　　　　要　約
　　　ベツヤマ
　新潟縣別山油田において反射法による地震探鉱を行

つた。この調査は昭和24年度の石油資源開発促進審議

．会の計画によるもので，帝國石油株式会杜の申請により

行われたものであるo

　本調査は別山油田の東北延長部の地下構邉を探査し

て，油田開発の資料をうるとともに，米國から輸入した

反射用地震探鉱器の性能を試験するにあつたσ

　本調査の結果，反射記録の良好なものをうることがで

き・器械はその性能が明らかとなり，油田探査には有効

であることがわかつた。そして別山油田常樂寺～稻川地

域における油田の地下構造を明らかにすることができ

た。反射面は深度約2，300mまでのものが求められ。

そめ状態が地下の浅所と深部とでは異なる傾向がみられ

た。レたがつて深部の地下構邉は地表附近のものとはち

がつており，複雑な構造を示していることがわかつたo

特に本地域において判明した主な構造として，常樂寺部

落附近の断暦の状態，小木部落附近の地下浅所における

連続した緩やかな煽斗をもつ反射面から推定される地下

構造，稻川部落附近の反射面の状態より推定される地下

構i邉等をあげることができ’る0

　　　　　　1．緒　言
　新潟縣三島郡別由油田において，昭和24年8月下旬

から9月末にかけて地震探鉱が行われた。この調査は帝

國石油株式会融の申請によつて受託調葺として行われた

ものであり，昭和24年度の石油資源開発促進審議会の

計画によるものであつた。本調査の計画は，これよりさ

ぎに計画された地震探鉱器の輸入と関連があるのであつ

たが，幸に米國から昭和24年6月探鉱器が輸入された、

ので，この器械の性能を試験するとともに，別山油田の

東北延長部の地下構造を探査し，油田の開発に対する資

料を得ようとしたのであるo

　調査および結果の整理は筆者等のほか，’主として氏家

朗‘小尾五明・池田勝により行われ，測量は堀本健次によ

り，難孔は帝國石油株式会肚により行われたQ調査に際

，しては帝國石油株式会杜柏崎鉱業所・別山鉱場等より多

大の援助を受けた。ここに厚く感謝の意を表する次第で

あるo
　なお本調査研究には米國サイスモグラフサーピスユ
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新潟縣別山油田における地震探鉱調査　（飯田汲事・村岡秀記）

鉱・測線圖（地形は1帝石實測圖使用）

一ポレーション会肚技師ジェソケソ氏郭よび地質調査

所早川正巳・金子徹一も立石哲夫が一時参加し，雁ミ援を受

けた。ここに記して謝意を表したい。なお本調査にさき

だち本地域には探掘井R60号の掘馨が計画され，その位

置も決定されていたので，その附近を通るよう測線を設

定した・調査終了後，この坑井も完成されたので，調査

結果を坑井結果と比較することもできた。

　以上の調査研究に対L，帝國石油株式会杜り懸諾を得

て，今回これらの大要を公表することにした。なお探鉱

器の性能についても若干述べて参考に供したいと思う。

　　　　　　2．調査地の概要

　（1）位置

　調査地は第1図のように新潟縣三島郡西越村字稻川・

般僑・小木・常樂寺等を含む地域で，ド別山油田探油現場の

東北端に当り，調査測線はこれらの部落にわたる村道に

滑つて設定された。なおその中央部は國鉄越後線（柏崎・

白山間）および柏崎より新潟方面に通ずる國道と交叉し

ているo

　（2）交遇

　本地域の主要な交通路は國鉄越後線および鉄路とほぼ

並行している國鉄とであり，國道には調査当時バスの便

がなかっだが，車馬・トラックを通じ，また出雲崎駅に

は約2km，石地駅には約3kmの所にあつて交通は比
較的便利である。なお村道は車馬を通じる。

　（3）　地形および地質

　調査一帯は高距65m内外の山聞地で，所々に谷聞が

あり，その谷聞の水田が発蓬している。測線はこの水田

地帯において設定されたものであるo

本地域の地質に蘭しては，すでに帝國石油株式会肚に

よる地表地質の結果があるL，また試掘井・採油井等の

結果などからもその概略が求められており，地質構造む

また場所によつてはかなり判明している。しかし別山地

域の地下構造はかなり複雑な模様で，地表附近の構造が

そのまま深部にまでおよぼしているとは限らず，地表附

近の軍斜構造が深部では，，背斜または向斜構造となつて

いる場合の多いことが，試掘井の結県から判明している・

ようである。

　地質層序はすでに発表1）されているので，ここではそ・

の概要について簡箪に述べよう。．まず上部より極めて薄．

い表土暦があり，これに続いて魚沼層群・次爪暦・西山，

暦・椎谷層および寺泊暦等が蹴る。調査地の東部地表に

は魚沼統が発痙し，また1つの大きな断暦の発蓬が見ら・・，

れている。西部には西山暦の露出をみ資が・爆発4附近

には断暦が発達しているようである。なおこの附近一帯r

は地層の傾斜が急で，50。～70。にも蓮している◎

　　　　3．調査目的および方法
　（1）調査目的

　調査の目的は2つある。すなわち，その1つは別山背

斜の東北延長部の地下構造の探査である。西山・別山等・

の油田地帯においては友爪層堆積前の蓮動によつてか，

地表と地下との構造にかなりの相異のあることが知られ

ているので，反射地震計により地表下比較的深部までの

構造を探査し，含油層の発蓬状態を明らかにしようとし

た。もう1つの目的は新しく輸入した反射地震探鉱器の

性能に関する試験を行い，このような地域の探査が可能：

であるかどうかを究め，今後の調査に対する指針をう為

1）池邊展生：新潟縣西山油田乖部地形及地質圖・同読明書　地奪調

　　　　　査所（1941）
　池邊穰：西山油田の地質構造，石油技術協會誌第14恕（1949）・

　　　　’第3號一
　金原均二：新潟縣油田の地質，石油技術脇會誌第15総（1950），．

　　　　　第1號，第2號
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牝めであつた◎

　（2）調査方法

　（i）方法　反射法を実施したが・受振器の一展開の両

「
端
で爆発を行う両端爆発連続対比法，および受振器展開

の中央で爆発を行うスプリマト展開法を用いた。このス

プリット展開法を行づたのは，本地域の地下構造は，深

部におめて地暦の傾斜が比較的急であ為と予想されたり

で，反対面にほぼ直角な法線方向の反射波だけを観測し

．ようとしたためであるo

「爆発点・　　受振器　　　爆発孔深
番号　　　展開位置　　　度（m）

爆藥量
（9）

1
2
2
，3

，3

、4

㌧4

、5、

15

6・

6
7
7
8
、8

9
9
10

7
7ノ

、、8

8／

10

8
‘21

21響

22

SPレ》SP2

　〃
SP2～SP3

　〃
SP3～SP4

　ゲ
SP4，～SP5

　グ
SP5《ンSP6

　〃
SP6～’SP7

　〃
SP7～SP8

　〃
SP8～SP9

　〃
SP9んSP10
　7
SP7の両側
SP7ノの両側

PS8の両側
SP8，の両側

SP10の両倶唖

SP8～SP21
　〃
SP21《ノSP22

　〃

13．65

14．00

．ケ

19．00

〃

10．00

12。45

13．00

13．75

16．70

17。00．

13．00

15．70

23．70

27．00

9．00
13．60

16．50

21．00

20．70

22．00

　〃

6．70
20．00

21．00

16。00

21．80

250

〃

ツ

グ

．ゲ

500

250
ξ’

200

250
弓〆

グ

りF・

ヴ

〃

ケ

ケ

375

500

〃

〃

ヴ

375

250

500
〃

〃

　（ii）測線　測線は第1図に示すように，地形地物のた

めに1直線とすることができなかつたし，爆発点も等踵

離に取ることができなかつた。，なお爆発点番号4と5の

澗に，耶地との高低差40mの小丘をも挾んでいる。受

振点間隔は25m，爆発点間隔は約5GGm，主測線の延長

・は3，000mで，これを第1測線とし』た。第1測線では

これと直角方向にも受振器を配置した。第1測線にほぼ

直交している延長約300mの第2測線と，第1測線にほ

嫁並行している延長約400mの第3測線を設定したo

　（iii）爆発孔　爆発孔はロータリー式作孔機で作成さ

』れ，一その孔径は4イソチ，深度は約10mから30mと

したが，なるべくi表i土暦をぬいて下の第三系に達し，第

三系内で爆発ができるようにした。爆藥は櫻印ダィナマ

イトを用い，電気雷管により爆発させた。観測の際は1

っの爆発孔で4回から6回の爆発を行つて探鉱器の周波

数特性をいろいろ変えて測定した◎使用した爆藥量は

200g《・500g庵あるが，その量および爆発孔の深度等を

示すと次表のようになる0

　　　　　4．地震探鉱用器械
　本調査に使用した器械は米國の物理探鉱会祉妾イスモ

グラフサPピスコーポレ［ション（S．S。C二、において製

作されたもので，昭和24年（1949）6月わが國に輪入さ

れた携帯用の12威分反射用地震計である。じゆうらい本

所において使用されていた屈折用の地震計とはその性能

がちがつているので艶その概要をのべておこうと思うo

　（1）受振器
　直径＄c瑞高さ1Gcmの円筒型受操器で・動線輪型で

あり，電磁誘導型で制振は電磁的に行われ，590オーム

の負荷で制振は臨界度の0．5倍である。した参づて減衰

常数は約0．5である◎磁場はAlnico　V型永久磁石によ’

つて生ずるようにしてある。コイルはアルミニウム枠に

巻いてあり，強力で高い剛性をもつベリリウム銅螺線バ

ネでケースから吊されている。自己振動周期は毎秒33サ

イクル，コイルの直流抵抗は150オーム，誘起電圧は振

幅30μ，35サイクルに』て100mV，インピ・一ダンスは50

サイクルにて約300オ・一ム，インダクタンスは2．34E，

感度は50サイクルでo．4ボル1・／カインであるQ

　（2）増幅器・

　1本器の配線図は第2図a，bに示レたようにジ抵抗容

量結合4段鱈幅で，高域濾波器（h1gh　pass丘lter）および

低域濾波器（Low　pass創ter）がありシ混合（Mixing）お

よび自動制御（A．▽．C．）の画路がある。1つの壇幅器は

．長さ25cm，幅約18cm，高さ約11cmで，6個宛1っ

の箱に牧容されているo

　受振器が第2図中の1Nで示した入力端子につながれ

ると，地動の入力は入力1一ラソスを経て，まず眞塞管

1273で増幅される。ついで高域濾波器を通り，ある値以

下の低い周波数の波が減じられ七高い周波数のもののみ

が通り，これが眞塞管1273で2段目の増幅が行われ，

さらに低域轍器につながれ・嫡棚上の嗣波が減

じられるoつぎに眞塞管7N7で3段目の増幅が行わ
れ，さらに7N7で終段の増幅が行われて，出カトラソ

スを経て記録器中のガルバノメーター（オシログラフ）に

接続され，ことで電気的振動が器械的振動に変換されて，

光学酌にカメラのブロマイドに記録されるようになる。

このように眞塞管は1273を2個，7：N7を2個使用し，

最犬のゲーンは75曲，ゲインの変化は21db，アウトプ．
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ヅト　》ベルの変化は、11dbであるo出

力および入力にはトランスを用いてお

り2また入カィyピーダンス，は約300

オーム，出力インピーダンスは12．5

オームである。入カィソピーダソスの

低い値は外部からの電気的干渉を極減

し，出カインピFrダソスはガノレバノメ

ーター系のと大体一致させ，接触抵抗〆

がないよ聾こしている。．電源は4は6

V，Bは135Vである◎

　高域および低域濾波器はともにL－C

型で，周波数の変化は選択スイッチに

よつて5段に行われている。フイルタ

Pの周波数範囲および選択スイッチの

位置は次に示すようになるo

高域濾波器

　位置R：18C／S垣上の総べての周

　波数を通じ，この値以下の周波数

　　を減ずるQ15c／sで約3dbの弱

　減である。

　位置1：23c／s域上の総べての周

　波数を通し，この値以下の周波数

　　を減ずる。

　位置2：＄5C／S竣上の1総べての脚

　　波数を最少限り弱減で通し，この

　　値塚下の総べての周波数を減じま

　　たは阻止する。

　位置3：50C／S％域上の総べての

　　周波数を減じまだは阻止する。

　位置4：77C／S域上の総べての周

　　波数を減じまたは阻止する。

低域濾波暴

　位置O：0’》25C／Sの総べての周波

　　数を最少限の弱減で通過させ，こ

　　れ以上の総べ淀の周波数を大いに

　　減じまたは阻止するQ

　位置1：0・》42c／sの総べての周波数

　位置2：0・》63C／Sの総べての周渡数

　位置3：0～86C／Sの総べての周波数

　位置4：0・》115C／Sのすべての周波数
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第2圖（a）堀幅器配線圖
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　フイルターの弱減の度合はオクターブ毎に約18dbで

　ある。

混合裟置は1つのシグナルを得るために，2つあるい・

はそれ域上のシグナルを合成するものであるo並列につ

ながれている2個の最終段の眞塞管7N7がスイッチの
切り換えによつて，その1つの7N7に相隣る糟幅器の

第2圖（b）堪幅器調整装置配線圖

出力ゐ牛分が加えられて一緒に合成され，出カト・ラソズ

を経てオシログラフにつがる。すなわち相隣る2成分の

増幅器の混合は，ぷ）％対50％の比の割合で合成される＠

混合でない場合の記録と混合の場合の記録1ち切換スイ

ッチにより簡軍に求められるo

　自動制御は地震反射法においては2つの機能をもつて

し、・る。その1つは記録全体を通してある特定の要素（成

分）の過剰振幅を制御することであり，他の1つは與え

られた時藺において同程度の振幅に総べての成分を釣合

わせることである。本器は可変インピーダソス型回路

で，A　V　Cの範囲は出力振幅において約6dbの増加に．
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・』対し七約54dbであり，感度は50C／Sシグナルに対し’

て5マイクロボルトで，動作が始まる。最少時定数は約

15／100Sec程度であり，一様な反射振幅は初動から0．15

Sec以内に得られるようである。本器においては眞塞管

　7A6の2つの2極管の陽極？・陰極にそれぞれ反射の3

ん7ボノ！ト程度の電圧が加えられているが，一定以上の

入力電圧が入ると，・自動制御部門に入つて電圧は増幅整

洗されて，上記の反対の電圧を打ち潰すように働き，・グ

　リット回路中の眞塞管イソピーダソスは変化して数百・

lkΩに低下し，全体としての増幅度は自動的に低下す

る。これによつて入力を制御している。A・V・C・のきか

せ方を調整するために宇固定のゲィンコントロールが附

　いており，また記録上の振幅を調整するためには同様に

孚固定のゲインコソトロールがある。

　（3）・調整函

　これは次の5装置を有し，それぞれちがつた機能をも

つているo
　（i）垂直走時測定装置　これは爆発孔直上に地震計を

おいて，爆発位置よりその直上の地表までの振動の走時

を測定する装置で，この振動が普通の振動の記録と共通

　にとられるよう匡なつているために，一般の地動の記録

　の邪魔にならないよう，振動の牛サイクルが通過する

　・と，増幅矯が働かないようにしてある。そしてそり後は

　，自動的に普通の記録がとれるように切換えられる。

　（1i）爆発時間刻時装置爆発時刻を記録する装置で，

後述の通信装置と共通である◎

　（凱）電力供給装置じゆうらいの器械ではフィラメソ

　ト用A電池のほかに・陽極電圧として高電圧（gq～150V）

　のB電池を必要としたが，本器ではA電池（12V蓄電池）

，よりマグモーターによつて135VのB電圧を供給できる

　，ように．なつているo

　（iv）通信装置　刻時装置と共通で観測班と爆発班と

　の通信に使用する。

　（v）電圧指示装置　スイ、ッチの切換によつて1つのメ

　ーターにA電圧・B電圧・AVC用C電圧が直読できるよ

　うになつているo

　（4）記録装置
　これに含まれるものは光源劇時襲置・ガルバノメータ

　｝・カメラ等がある。光源はガルバノメーター12個を照

　らすために1個，時刻線を刻時するために晋叉の中に1

個ある。いずれも6V級の電球が使用してある。

　時刻線の刻時は青叉によるもので，膨張係数の少ない

　エリンバールの板状の棒の固有振動を利用したもので，

50c／sであり，この動作はスイッチを入れて衝激にて振

動させているが，このスイッチを入れるとカメラのモ，一

汐一も一緒に動くようになつている。ガルバノメーター

は永久磁石によつて12威分が励磁されており，1成分ず

つ引出すことがでぎ，光点の移動は容易に行われる。ガル

バノメーターのダソピソグ調整は，この画の中にあるダ

ンピングポットで行われるoガルバノメータ戸の感度は

50C／Sで3．5×1G－5A／mm，イソピーダンスは50C／S

で数オーム，内部抵抗は14オFム身インダクタソスは

0一．85H，滋衰常数hは0．47であり，自己振動周期は約

1120c／s’であるo

　カメラはモーター式で廻轄するようにできており，ご

のモーターのスイツチを押すと晋叉が動作し，同時に光

源ランプの輝度も増すようになつている。使用印画紙は

60インチ幅，80m巻の高感度印画紙で，印画紙の使用

量のイソデケーターはカメラの前方についているQ

　（5）畿火器　　　　　　　　　　　　　、
　発火器は手動発電式のもので，出力は約40Vである。

　　　　　　　5．調査結果

　（1）解析
　使用した探鉱器は以上述べた通りであるが・その際の’

フィルターは2門2および2－3のストレートおよびミッ

クシングであつた。解析に用いた窺録礁專らフイルター、

を2－2とし，そのストレートのを使用し・その地のは

参考程度と』した。計算方法は傾斜怯によつたが，これは

得られた記録や推定地質構造上中点法を用いることが困

難と、思われたからである。

　反射面の傾斜角をθ，爆発点より反射面への垂線の足

の錯直距離および水手踵離をそれぞれZおよびX，爆発

点より受振点に至る李均距離をXm，受振器間隔をS，

反射面への垂直経路に濃う反射時聞（走時曲線において

縦軸を切る走時）をTo，反痢走時をT1・T2・反射走時差

をtd，平均反射走時をtm，初速度をVo，地暦の速度を

Vとすれば

　　　　　xm　　Vtdtm　　　sinθ＝一一　　　　　（1）
　　　　　toV　　STo

　　　　　l　　　　Z〒万TgVc・sθ　　（2）

　　　　X＝＝Ztanθ　　　　，　’　（3）

となり．，反射面の傾斜角θは（1）より1反射点の位置X，

Zは（2），（3）より求められる。なおToおよびtdを‡屈

折法と同様に補正済の走時を、県描して走時曲線を作り，

走時曲線を爆発点の方向に延長して坐標をきる点のTo

を求め，tdは必要な距離だけ離れた両受振器間の差に

．よつて求め，誤差を減ずるようにした。この際全走時が

直線または曲線上に揃つてのらない場合もあるが）それ

は補正その他による誤差とみなして，大多数によつて決

定される走時曲線のみについてtdおよびToが求めら1
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↑　反射波爆線孔番號8深座22m　爆藥量500ぎスプリツト・スプレッド

　　　　　第3圖反射記録の一例
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第4圖別山地庭第1測線反射暦断面圖

れた。またVを求めたのは

　　　　V〒Vo十kh　　　　　　　　　（4）
F
に
よ つた。この場合Voは1．750m／Sec，k＝0．33と定め

た。ここにhは爆発点より反射面への錯直方向の踵雛で

ある。

　以上のようにしてθ，Z，X等を計算して反射面の位置
：を求めた。

　（2）結果

　上述の解折方法によつて求めた各測線下の反射断面図

は，第咽より第6図までにおいて示した。これらの図

の作成に用いた資料は，観測によつて得られたフィルタ

ー2－2ストレートのみ33枚のプロマイド記録であり，

これらの記録（1例を第3図に示した）において反射相と

認められる各相の走時を読み坂り，これに表土補正を加

えて計算し，反射面を得たものである。一般に反射は第

1測線中央より束南部においては良好に表われたが，北

西部ではそれほど良好ではなかつた。第1測線の反射断

面図は第4図，第2測線の反射断面図は第5図，第3測

線り反射断面図は第6図に示したb第4図より判明する

ように反射面は深度約2，300mまで求められたが，その

傾斜は一檬にそろつていて，反射面を連ねた仮想層位が

連続性を示す部分と，そうでない部分とがみられる。特

に第玲爆発点の右方において，、測線の延長約2，300m

の地点をはさんでその左右の反射面の傾斜が著しく相違

し，、右方においては極めて急な傾斜を示Lており，しか

も深度1，400mに至るまで比較的急であるが，左方に

おいては反射面はそれほど急ではなく，地下数百mの

範囲内でば爆発点4より10に向つて一様に緩い傾斜を

示しているので，地層もこのような状態にあると考えら

れる。これは地表地質調査の結果と一致している。なお

，本地域の深部ぴヒおいては，反射面の配列歌況があまり明

瞭ではないが，大勢を判断すれば千数百m附近の深所
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では，見方によつては地暦は4直下附近を頂点として8

および1に向つて下降L，それより再び上昇の傾向がみ

られるともいえるようであるo　’

　爆発点10の右方における反射面の傾斜の急な地域と

そうでない地域との接触部分，すなわち，測線の東南方

延長上約350mの地点附近には断層が考えられるが，

』これは地表地質調査において推定されている地質学的断

暦と大体一致している。第4爆発点附近の地表にみられ・．

る断層の潰長と，この反射断面との関係についてはあま

り明瞭ではないが，この附近より右方の第4爆発点寄り

におし・ては，反射面の傾斜は全体的に緩やかではある

が，右方すなわち東南方に傾いているに反し，・左方の第

2爆発点附近の浅所では，むしろ左方すなわち西方下り

のところもみられるので，この中聞地帯の第4爆発点附

近に断暦を考えてもよいであろう。ただ第4爆発点より

西北部における地下の地暦は反射面と同一ならば，地表

において認やられてい為急峻な傾斜とその方向が「致し

ていないので，これをいま直ちに明らかにすることは難

轟があり，今後の研究に期待ミれるが，この附近は本地

域東南部に坪して反射波があまり良好でないので・充分
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な判定をなしえないうらみがある。これは地下構造が複

雑であり，地層がもめていてその傾斜が極めて急である

ためで昂ると考えるか，または地表附近の駅態が反射波

の助長に適していないためであると考えるか，いずれと

も判定がつかないが，前者が大き’な原因のように考えら

れる。この附近の反射面の傾斜方向には一般性が認めら

れず，乱れた様相を示Lていることからも，地下構蓬の

複雑性が予想される。

　本地幣の地表地質調査および附近の坑井の結果から，

爆発点9附近の深部1．000m以深に背斜構造が予想さ

れて1本調査の開始前に探掘井R60号の位置炉帝國石

油において決定され，本調査の絡了頃はそれを掘止レた

ほどであるが，本調査結果の反射断面図のみからは，こ

の附近にそれほど明瞭な背斜構造の存在を推定しえられ

ないようである。したがって，この附近の構造を確かめ

るためには資料が不足であるので，線を東南方に延長す

るか，またはごの附近に2，3の測線を選定して精査を
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行う必要があるであろう。なお坑井R60号の結果暑は

地表より50Qmまでは友爪暦，500～880m聞は西山

層，880m《・1．010m間は浜忠層，1，010m’》1，428m間

は椎谷暦，1，428m以下掘止深度1，646m，50cmまで

寺泊暦であり，寺泊暦においては油徴およびガス徴を得

たとのことである・しかし油は稼行に至らず，また構造

的にも必ずしも好條件のところではなかつたようで，本

結果とあまりかけ離れていないようである。またここに

現われた反射面は，椎谷暦と寺泊暦との境界附近や，次

爪層と西山暦との境界附近と思われるものが多い。、

　第2測線の反射断面第5図においては，第22発点の

右方，すなわち東南方には第1測線の断面図と同檬に傾

斜の急な反射面がみられ・22点方向下りに傾斜し，第
　　　　　　　　　　　　　　　　へ21爆発点近傍にみられる反射面の1傾斜とはそのむきが

逆であり，從つ七22の東南方約400m附近に断暦が推

定される。この断層は第1測線東南部に見出された大き

な断暦と連続しているものと考えられ，地表地質調査の

結果ども一致している。このほか本測線下の構造の一般

的傾向は，21近傍の東南方向への下り傾斜が東南進する

につれて変り，22附近よりその東南方向へ上り傾斜を

示すに至るようである。これは第1測線の傾向と一致し

ている。第3測線においては約脅。000mの深所までの

反射が見出されているが，全体の反射面の蝉肉は大した

傾斜がみられず，ほとんど水李に近いが，深度600m～

1，000m附近断おいては爆発点9から右方，すなわち南

方方向に上昇の傾向がみられる。

　塚上のようにして，本調査の結果は，本地域の地下構

造はかなり複雑していることを示している。

　　　　　　　　6．結　　果

　域上述べたように，新らしく輸入した反射地震計によ

　　　　　　　　ぎ
声　帝國石油株式含砒　開酸部の御好意による

り，別山油田北東延長部において地震探鉱を実施した結

果，比較的明瞭な反射記録を得たし，また深度約2，000

mに至るまでの反射をも求めることができ・て，地下構邉

　　　　　　　　タ
を明らかにし得た。一般に本地域の反射面は地下浅所と

深部とで傾斜を異にし，それらをつらねた仮想下位は両

者ちがうので，地下構造も浅所と深部とでは相違のある

ことが推定できるが，この結果は別山地域の特性とし

て，地質調査の結果推定されたこととも一致している。

　本地質の構造として著しいものは，常樂寺附近の大き

な断層で，これは，多くの急峻な反射面を現わす地域と

そうでない地域との境界附近に存在することが推定され

たが，地表地質調査の結果とも一致している。また小木

部落附近の地下浅所における連続した反射面の緩かな東

南方方向への傾斜は，地表でみられる地暦の傾斜と一致

Lており，この結果は地質学的解釈とも一致しているこ、

とカ§わカ、つたo

　第4爆発点近傍における断暦の推定は一懸可能である

が，この附近の地下構造は複雑であり，見方によつては

背斜や向斜等いろいろな構造に解釈されるし，また稻川

西北方地域下の地層の状態は，いまの反射面の状況だけ

からは推定が困難であり，地質調査の推定結果とも必ず

しも一致しないので，さらに考究しなければならない。

　本地域においては幸に深い坑井の結果があるので，こ

れを利用して地下構造や反射面の性状をも考究すること

ができた5しかし一般的の反射面の状態をうるには資料

が不足であり，さらに資料の塘加が切望される。

　本調査により，その目的とする輸入反射地震計の性能

試験が行われ，油田の探査には本器械は有効であること

が立証されたがジ本調査は12成分反射地震計にょる油

田探査の先駆であるだけに，今後の反射法の適用が大い

に期待される次第であ’る。（昭和24年5月’》8月調査）
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